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高速化ネットワーク構想

　私たちの社会にはさまざまな情報が

あります。その情報を得る手段ももち

ろんさまざまです。最近ではテレビや

新聞に加えて、パソコンや携帯電話な

どを使って情報を得られるようになり

ました｡みなさんの中にもインターネッ

トを利用して何か調べたり、携帯電話

で家族や友達と情報を交換した人がい

ると思います。このような技術をＩＴ

(Information Technology) と言います｡ＩＴ

が発達すると今よりもより速く、私た

ちを含めた世界中の人々が公平に情報

を得ることができるようになります。

そして、私たちの生活がより便利にな

るだけでなく、国家や産業などもさら

に発達していくのです。

　ＩＴを発達させるためには研究者や

技術者による研究が必要ですが、ここ

筑波研究学園都市にはそのための環境

がそろっています。

・世界100位以内に入るスーパーコン

　ピュータ［注１］６システムの存在

　（図１）

・大規模なシミュレーションを行うこ

　とができるプロジェクトと、その結

　果蓄積された科学技術情報

・超高速ネットワークを研究する機関

　の存在と高い技術

　研究をする機関は国、研究所、大学

とさまざまで、これらは日本全国に分

散して存在します。現在、これら一つ

一つのネットワークは十分に接続され

ていません。せっかく世界レベルの好

環境を持つ筑波研究学園都市がありな

がら、ネットワークが不十分なため上

手に活用できていないのです。日本全

国のネットワークが柔軟に接続される

と、これらの機関の情報流通は飛躍的

に向上し、研究の成果を発揮できるこ

とになるのです。私たちの研究所では

このネットワークの柔軟な接続を推進

しています。この接続するシステムを

「つくばＷＡＮ」（図２）といいます。

　「つくばＷＡＮ」は、筑波研究学園

都市にある世界ランクのスーパーコン

ピュータを光ファイバ［注２］で接続

するのです。これによってそれぞれの

研究機関が、お互いの情報を自由に交

換しあうことが可能になったり、スー

パーコンピュータを持つことのできな

い機関がそのシステムを利用できるよ

うになったりします。しかも､電話150

万回線分という超高速でアクセスでき

るのです｡ネットワークの高速化によっ

て最先端分野でのＩＴ開拓が進められ、

私たちの生活を含めたさまざまな分野

でＩＴが応用され、さらに発展してい

くのです。

（問い合わせ先：防災基盤科学技術研

究部門　総括主任研究員　佐藤一雄）

［注１］スーパーコンピュータ：原子力関
　 係や気象、宇宙関係での計算、シミュ
　 レーションなどに使われる､膨大なデー
　 タ計算を従来の大型コンピュータより
　 も高速に処理するコンピュータ｡１秒間
　 に数億回以上の計算が可能なコンピュ
　 ータも開発されている。

［注２］光ファイバ：損失が少なく光を伝
　 達できるケーブル。電気信号を使う銅
　 線ケーブルに比べて軽く雑音が入りに
　 くい。また、雷などの妨害を受けず、
　 長距離の伝達が可能。
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図２　つくばＷＡＮ

図１　世界コンピュータ速度ランキング（日本設置のみ抜粋）
　　　なお、防災科研は総合処理能力見合いで80位相当
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